
（別紙２） 

平成３０年度上期「米子市美術館」モニタリング評価表 〔平成３０年１２月〕 

 

施設名 米子市美術館 

施設所管課 経済部文化観光局文化振興課 

指定管理者名 団体名 一般財団法人 米子市文化財団 

所在地 米子市末広町２９３番地 

指定期間  平成２３年４月１日 ～ 平成３３年３月３１日 

選定方法  公 募 ・ 非公募 

施設の設置目的 美術に関する市民の知識及び教養の向上に資するため。 

 

主な実施事業 郷土にゆかりのある優れた作家の美術作品等及び近代以降の版画作品等収集、保管、研究及び

展示。 

市展、県展、特別企画展（年間１回）、特別共催展、常設展（年間２回）、共催展（年間２回）、

ミュージアムスクール（教育普及事業・年間３回）等 

 

評価項目 評価基準 評価 特記事項 

Ⅰ 履行の確認 （６０点） 

 １ 施設全般の管理運営に関する業務  

(1)管理体制 施設の管理体制が明確になっており、基準に基づいた適切な

人員配置がされているか 

安全対策、危機管理体制などが十分に講じられているか 

 

Ｂ 

協定書に定められた、人員を配

置し、管理体制も明確であった。

また、マニュアル等も作成し、

安全対策、危機管理体制、態勢

を整え利用者、使用者の安全確

保に努めている。 

資料等確認、立入検査 

(2)職員研修 職員の業務に必要な資質・能力の向上を図るための研修・教

育が適切に行われたか 

Ｂ 指定申請書に基づき、計画的に

研修を受講している。 

資料等確認 

(3)利用促進業務 利用者拡大のための利用促進業務が適切に行われたか 

 

Ｂ 特別共催展Ⅰ（ミュシャ展）で

は会期前にウェブレポーター鑑

賞会を設け、参加者ＳＮＳから

広報発信を実施。特別共催展Ⅱ

（大山山麓の至宝）では重要文

化財の太刀も展示するなど利用

促進に努めた。 

資料等確認 

２ 利用者に関する業務 

(1)利用状況 利用者数・稼働率等は適切な水準であるか    ※１ 

 

Ｂ 特別共催展Ⅰ（ミュシャ展）は

入場者数が１万４千人弱にとど

まったが、市展の入場者数は前

年を上回った。特別共催展Ⅱ（大

山山麓の至宝）は、刀剣(重文)

を展示したが入場者数は伸び悩



んだ。 

台帳確認 補足資料１ 

(2)利用者の要望把握

等 

利用者の要望の把握及びその実現策は適切に行われている

か 

Ｂ サポーター制度、委員会、アン

ケートの実施等により要望把握

に努め、適切に実現策をおこな

っている。 

立入検査、資料等確認 

３ 保守点検並びに清掃等の業務 

(1)保守点検業務 基準に基づき、保守点検が適切に行われたか 

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か 

Ｂ 協定書に基づき、適切に行われ

ている。 

台帳確認、立入調査 

(2)清掃・維持業務 基準に基づき、清掃業務・維持管理が適切に行われたか 

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か 

Ａ 協定書及び覚書に基づき、適切

に実施している。 

台帳確認 

(3)保安・警備業務 基準に基づき、保安・警備業務が適切に行われたか 

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か 

Ｂ 協定書に基づき業務を適切に実

施している。 

台帳確認、立入調査 

(4)修繕業務 基準に基づき、修繕業務が適切に行われたか 

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か 

Ｂ ピクチャ―ハンガー等の修繕を

適切に行っている。 

台帳確認、立入調査 

４ 自主事業の実施

に関する業務 

事業計画書に沿った自主事業が適切に行われたか Ｂ 自主事業計画書に沿って適切に

行われている。 

資料確認 

５ 情報公開・個人情

報に係る措置 

情報公開・個人情報保護に係る措置は適切に行われたか Ｂ 情報公開の実施体制、管理体制

を整備し、個人情報保護方針を

作成し個人情報を慎重に取り扱

っている。 

資料確認、立入調査 

６ 管理目標 施設の現状を正しく認識し、今後の在り方についての提案は

具体化されているか 

Ａ 施設の現状を正確に把握した上

で今後の事業を計画している。 

資料確認 

Ⅱ サービスの質の評価 （２５点） 

 １ 利用者満足度 利用者へのサービスの質を維持・向上させるための提案は具

体化されているか 

利用者アンケート等を実施し、その結果は妥当であるか 

Ｂ 指定申請書に記載された提案は

実施されている。各展覧会やミ

ュージアムスクール等で利用者

アンケートを実施し、回答は概

ね利用者を満足させている内容

であった。 

資料等確認、立入調査 

２ 維持管理業務 日常清掃業務や衛生管理、備品などの設備の維持管理は適正

に行われ、良好な状態で施設の利用が行われているか 

Ｂ 協定書に基づき業務を適切に実

施している。 

立入調査 

３ 運営業務 事業運営について、サービス水準の向上のための創意工夫が

見られるか。 

Ａ 指定申請書に基づき、サービス

水準向上策を策定し実施し創意



利用許可などの利用者への接客・対応は適切であるか 工夫のある内容であった。また、

利用者への接遇、対応は適切で

あった。 

資料等確認、立入調査 

４ 自主事業 実施された事業内容は、施設の設置目的に沿い、サービス水

準の向上に寄与する質の高いものであるか 

Ｂ ミュージアムスクールとして学

芸員レクチャーや創作・交流広

場でのワークショップを行うな

ど、幅広い内容で美術への興味

を引くものであった。 

資料等確認 

５ 施設の効用 施設の効用を最大限に発揮し、設置目的の達成に資すること

ができる管理運営内容であったか 

Ｂ ミュージアムスクールを実施

し、芸術鑑賞の機会を提供する

だけでなく、美術に対する市民

の教養等の向上にも積極的に取

り組んでいた。 

資料等確認 

Ⅲ サービスの安定性の評価 （１５点） 

 １ 事業収支 指定管理業務の事業収支は妥当であるか     ※２ 

 

Ｂ 事業収支は適切な水準であっ

た。 

補足資料２ 

２ 経営状況 指定管理業務の経営状況分析指標の結果は妥当であるか 

※３ 

Ｂ 経営状況分析指標は適切であっ

た。 

補足資料３ 

３ 団体等の経営状 

況（年度ごと） 

団体の経営状況分析指標の結果は妥当であるか   ※４  Ｂ  

 

【総評（所管課評価）】 

特別共催展Ⅰ「ミュシャ展」は、入館者数１万４千人弱にとどまったが、会期前のウェブレポータ

ー鑑賞会の実施や、会期中、一部の作品を除き作品撮影を許可(平日限定)するなどの新しい取り組

みを実施。市展では出品点数・入館者数ともに前年を上回った。特別共催展Ⅱ「大山山麓の至宝」

では重要文化財の刀を中心とした刀剣や大山関連の作品を多数展示し郷土の宝を鑑賞することで

地域の良さを再確認することができた。いずれの展覧会事業も円滑に行われた。また、ワークショ

ップなどの様々な展覧会関連事業を行ったほか、創作交流広場を活用した教育普及事業を計画する

など事業内容も工夫されており、優れた管理運営を行っている。 

合計点 

（63）点/（95）点 

×100＝（66.32） 

平均点 

（3.49）点 

※施設の性格や設置目的により、評価項目は追加、変更できる。 

※評価区分 Ａ（優 良）＝協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた管理内容である。（５点） 

      Ｂ（良 好）＝協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。（３点） 

      Ｃ（課題含）＝協定書等の基準を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。（１点） 

      Ｄ（要改善）＝協定書等の基準を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。（０点） 

※特記事項欄は評価を行った確認方法（例：立入調査、台帳確認、資料等確認）と当該評価を行った理由を記載する。 

※総評欄は、事業計画書等との整合性を検証し、評価、業務の改善方策等を記入する。 

 

 

 



 

【補足資料】 

※１ 利用状況 

項  目 本年度〔平成３０年４

～９月〕 Ａ 

前年度〔平成２９年４

～９月〕 Ｂ 

対比 

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ 

対比が±20％を超える場

合は増減理由を記載 

開館日数（注１） １６３（１１８） １６３（１２７） 0           100.00（％）  

施設利用者数 ３３，１５５ ４６，４２２ -13,267       71.42（％） 大山開山 1300 年祭事業による

他の展示日数減の影響 

施設稼働率（注2） ７２．３％ ７７．９％ -5.6        92.81（％）  

事業開催数 ７ ９ -2        77．77（％） 年間事業実施日程の影響 

（注１）（）の数字は展示日数 

（注２）施設稼働率  展示日数/開館日数 により算出 

 

※２ 事業収支 

（１）収 入 

項  目 本年度〔平成３０年４

～９月〕 Ａ 

前年度〔平成２９年４

～９月〕 Ｂ 

対比 

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ 

対比が±20％を超える場合

は増減理由を記載 

指定管理料 ２４，２３２，０００ ２３，８８６，０００ 346,000        101.44（％）  

使用料収入 ７０８，５７３ ９７５，３４１ -266,768        72.64（％） 大山開山1300年祭事業の影響 

事業収入 ５，３９２，５８４ ３，７１３，１７１ 1,679,413     145.22（％） 大山開山1300年祭事業の影響 

補助金等 ０ ０ 0  

雑収入 ３８５，３２０ ２０９，１４５ 176,175       184.23（％） 昨年度実施事業(美協展)図録が

完成、販売が始まったため 

負担金 ０ ０ 0  

     

合  計 ３０，７１８，４７７ ２８，７８３，６５７ 1,934,820     106.72（％）  

 

（２）支 出 

項  目 本年度〔平成３０年４

～９月〕 Ａ 

前年度〔平成２９年４～

９月〕  Ｂ 

対比 

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ 

対比が±20％を超える場

合は増減理由を記載 

人件費 １３，７２７，５５０ １２，６８６，２７０ 1,041,280    108.20（％）  

施設管理費 ６，８９６，７４３ ６，２７４，８４３ 621,900     109.91（％）  

事業費 ９，８３７，４２２ ６，１５８，３３１ 3,679,091     159.74（％） 大山開山1300年祭事業の影響 

委託費 １，７００，４６０ １，６６７，７００ 32,760      101.96（％）  

事務局経費 １，４１６，０００ １，６９１，０００ -275,000     83.73（％）  

     

合  計 ３３，５７８，１７５ ２８，４７８，１４４ 5,100,031   117.90（％）  

 

※３ 経営状況分析指標 

項  目 本年度〔平成３０年４

～９月〕 Ａ 

前年度〔平成２９年４～

９月〕 Ｂ 

対比 

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ 

備  考 

① 事業収支 －２，８５９，６９８ ３０５，５１３ -3,165,211      9.36（％） 1300年祭事業の影響 

② 利用料金比率 ２．３０％ ３．３９％ -1.09       67.84（％） 1300年祭事業の影響 

③ 人件費比率 ４０．８８％ ４４．５％ -3.62       91.86（％）  



④ 外部委託費比率 ５．０６％ ５．８％ -0.74        87.24（％）  

⑤ 利用者当たり管

理コスト 

１，０１２．７ ６１３．４ 399.3       165.09（％） 展示日数減による利用

者数減のため 

⑥利用者当たり自治体

負担コスト 

７３０．８ ６５９．０ 71.8       110.89（％）  

 

①事業収支：（収入－支出） 

  事業全体が黒字で施設の管理運営ができているかどうか確認する。赤字の場合は管理継続性の面での課題を解決し、黒字化のた

めの方策を検討する。 

②利用料金比率：（利用料金収入/収入） 

  収入に占める利用料金の割合。指定管理者の収入源がどこにあり、それが安定したものであるかを確認する。 

③人件費比率：（人件費/支出） 

  支出に占める人件費の割合。支出の中で人件費が減らされすぎていないか、逆に費用がかかりすぎていないかを確認する。 

④外部委託比率：（外部委託費合計/支出） 

  支出に占める外部委託費の割合。外部委託に過度にシフトしていないかを確認する。 

⑤利用者当たり管理コスト：（支出/延べ利用者数） 

  利用者１人当たりにかかる費用。前年度や事業計画との比較、類似施設との比較により施設の効率性を確認する。 

⑥利用者当たり自治体負担コスト：（指定管理料/延べ利用者数） 

  利用者１人当たりにかかる自治体の費用。前年度や事業計画との比較、類似施設との比較により施設の効率性を確認する。 

 

※４ 団体等の経営状況（年度毎下期に実施し、上期では行いません。） 

項  目 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 備  考 

①自己資本比率       

②流動比率       

③固定長期適合率       

④総資産経常利益率       

評  価 （以上の指標を参考に評価する。） 

※貸借対照表と損益計算書を基に計算。太枠内に今年度の数値を記載し、左側に過去４年分を記載。 

 

①自己資本比率 

  総資産（資産合計）に占める自己資本（純資産合計）の割合を示した指標。どれだけ借金に頼らず経営をしているかを示す。比

率が高いほど借金（負債合計）に頼る割合が低く、経営が安定していることを示す。一般的には、７０％以上なら理想企業、４０％

以上なら倒産しにくいとされている。 

    自己資本比率（％）＝自己資本÷総資本×１００  【例】800÷2,000×100＝40.0％ 

②流動比率 

  団体の短期的な支払い能力を示す指標。１年以内に現金化できる試算を「流動資産」、１年以内に支払いを要する負債を「流動負

債」と言い、「すぐに準備できるお金」と「すぐに返さないといけないお金」のバランスを比較する。流動資産（すぐに準備できる

お金）の方が多いほど、支払い能力が高いことを示す。１００％以上であれば問題ない。１００％未満であれば資金繰りが苦しい

とされる。 

流動比率（％）＝流動資産÷流動負債×１００  【例】1,100÷700×100＝157.1％ 

③固定長期適合率 

  固定資産をどの程度、自己資本（純資産合計）と固定負債で賄っているかを示す指標。土地や建物など、この先１年以上換金で

きない、または換金しない固定資産を返済義務のない自前の資金である自己資本（純資産合計）と長期で調達したお金（固定負債）

でどれだけ賄えるかを見る。１００％未満であれば問題ないが、１００％以上の場合は固定資産の維持調達について流動負債にも



依存していることを示すことから、資金繰りが苦しいと考えられるとされる。 

   固定長期適合率（％）＝固定資産÷（固定負債＋自己資本）×１００ 【例】900÷（500＋800）×100＝69.2％ 

④総資本経常利益率 

  団体の総合的な収益力を示す指標。団体の総資産（資産合計）に対して、どれだけの経常利益を稼ぎ出しているかを示す。比率

が高いほど資本を効率的に運用し、収益を上げている。 

   総資本経常利益率＝経常利益÷総資本×１００   【例】200÷2,000×100＝10.0％ 

■貸借対照表（例）                         ■損益計算書（例） 

【資産の部】 【負債の部】 

流動資産 

 現金及び預金  400 

 受取手形    500 

 有価証券    200 

流動資産合計  1,100 

流動負債 

 買掛金        400 

 短期借入金      300 

流動負債合計    700 

固定負債 

 社債            300 

退職給付引当金 200 

固定負債合計   500 

固定資産 

 建物及び構築物  200 

 土地            500 

 投資有価証券    200 

固定資産合計    900 

負債合計    1,200 

【純資産の部】 

 資本金     600 

 利益余剰金      200 

純資産合計        800 

資産合計        2,000 負債純資産合計  2,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 利用者からの苦情の内容とそれに対する市・指定管理者の対応や市から指定管理者への指導状況 

 

 

６ 利用者アンケートの結果 

 

 

 

 

 

売上高   3,000 

売上原価     1,200 

売上総利益     1,800 

販売費及び一般管理費     1,200 

 

 

広告 

人件費 

      700 

      500 

営業利益       600 

営業外収益       200 

 受取利息 

その他 

      200 

        0 

営業外費用       600 

 支払利息 

社債利息 

      200 

        0 

経常利益       200 

特別利益       100 

 外国為替       100 

特別損失        50 

 固定資産売却損        50 

税引前当期純利益       250 

法人税・住民税等        50 

当期純利益       200 


